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とした状態で紫外線 (300-350〃m)をとおす OpticalPyrex級の厚み 1.5mm の硝子製試
験管(内径 1cm,~長さ 15cm)に 10mlとり,老化試験機に取り付け6カ月分(駆動時間104
時間),3カ月分 (駆動時間52時間), 1カ月分 (17時間20分)の照射をおこなった｡ この際
の表面温度は40-45oC,2時間間隔で試験管を振塗した｡また粉末の状態でも照射をおこなっ
た0200-300mesh の細粉を 2cmコの載物グラスに 10mg均一にのせこれを時計皿の上に
置いて試料皿に並べた｡照射時間は6カ月分でこの際の表面温度は 60oC であった｡この温度
では光線による分解のみでなく蒸散もおこるものと考えられる｡
抗菌効力試験 :第 1報5) に述べた寒天希釈法を用い菌糸の発育状態を測定し,発育阻止濃度
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溶かし,界面活性剤 を加え適当な㍉濃度に希釈した乳化液を調製し,前述と同様発育阻止濃度を









れらの結果は表 4にしめされるが脂肪族系の水銀剤 は 1カ月分の照射後でもかなり抗菌力が低

















2) 有機水銀化合物の耐光性と化学構造との関係は C2Hr,HgX および C HgX においてⅩ
の違いによる抗菌効 力より見た耐光性の順位は Ⅰがもっとも大で Ⅰ>Br>Cl>OCOCH3 の順









































5) Thesoiトblock testresultsoftheseorgano mercuriccompounds9'are
stronglyafectedbytheefectoflightoninhibitingactionofthecompounds.
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